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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次

第31期

第２四半期

累計期間

第32期

第２四半期

累計期間

第31期

第２四半期

会計期間

第32期

第２四半期

会計期間

第31期

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日

自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日

自　平成21年７月１日

至　平成21年９月30日

自　平成22年７月１日

至　平成22年９月30日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （千円） 1,936,3102,111,7531,062,6201,177,9554,900,908

経常利益 （千円） 193,508202,007141,861211,613996,610

四半期（当期）純利益 （千円） 75,232 35,539 41,724 130,253525,354

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － － － －

資本金 （千円） － － 387,800387,800387,800

発行済株式総数 （株） － － 7,950,0007,950,0007,950,000

純資産額 （千円） － － 4,233,3244,512,7624,689,027

総資産額 （千円） － － 5,098,4965,606,3545,952,493

１株当たり純資産額 （円） － － 532.63 567.79 589.97

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 9.47 4.47 5.25 16.39 66.10

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － 24.00

自己資本比率 （％） － － 83.0 80.5 78.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 27,867 311,887 － － 679,486

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △242,362 24,728 － － △224,639

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △119,443△189,622 － － △119,862

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） － － 1,198,5092,014,4261,867,432

従業員数 （名） － － 224 241 219

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結会計期間等に係る主要な連結経営指標等

の推移については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社には、関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４　潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 241 　

（注）　従業員数は、就業人員を示しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　金額(千円) 前年同四半期比(％)

トイレタリー 731,444 －

整髪料 242,313 －

カラー剤 123,210 －

育毛剤 37,791 －

パーマ剤 35,101 －

合計 1,169,862 －

(注)　上記金額は、「代理店納入価×生産本数」により算出しており、消費税等は含まれておりません。

　

（２）外注実績

製品の製造において一部を外注しております。

当第２四半期会計期間における外注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　金額(千円) 前年同四半期比(％)

トイレタリー 1,887 －

整髪料 13,229 －

カラー剤 25,342 －

育毛剤 2,828 －

パーマ剤 3,725 －

合計 47,014 －

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（３）販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

製品

トイレタリー 661,734 －

整髪料 224,159 －

カラー剤 154,442 －

育毛剤 57,569 －

パーマ剤 40,674 －

　　　　　　　小計 1,138,579 －

その他 39,375 －

合計 1,177,955 －

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　総販売実績のうち輸出高は、6,931千円（総販売実績に占める割合0.6％）であります。

３　総販売実績に対する売上高の割合が10％を超える販売先はありません。

４　その他の主な内容は、美容室で利用されるＤＭやチラシ等の販促物のほか、美容器具、施術時に使用する小物品

等や、美容室等の店舗増改築及び美容室専用の集客支援ソフト推進による業者等から受け取る紹介手数料等

であります。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間おいて、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日(平成22年11月８日)現在において当社が判断したも

のであります。

（１）経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、欧米の景気先行き懸念から急激な円高が進行し、国内景

気の先行きに対する不安やデフレ懸念などから、雇用情勢、個人消費などは依然として厳しい状況が続き

ました。

このような状況の中、美容業界におきましても、美容室顧客の来店サイクルの長期化や来店客数の減

少、客単価の低下など、美容室経営にとっては引き続き厳しい経営環境が続きました。

当第２四半期会計期間におきましては、当社の創業精神である「美容業界の近代化」をベースに、美容

室の経営管理システムである「旬報店システム」を軸に美容室の繁栄・成長を目指す「コンサルティン

グ・セールス」を引き続き展開いたしました。また、美容室の顧客に対する毛髪のカウンセリングと店販

の強化・提案、新規旬報店の開拓、カラー剤の新規取引先の開拓などを推進いたしました。

費用につきましては、店販の対象となるトイレタリー（シャンプー、トリートメント）の販売が好調で

あったことから原価率が低下する一方、研究職、営業職の採用増に伴い人件費が増加しております。

これらの結果、当第２四半期会計期間における売上高は1,177百万円（前年同四半期比10.9％増）、営

業利益は220百万円（前年同四半期比54.3％増）、経常利益は211百万円（前年同四半期比49.2％増）、四

半期純利益は130百万円（前年同四半期比212.2％増）となりました。

なお、セグメントの業績の状況を示すと次のとおりであります。

①　トイレタリー

トイレタリー（シャンプー、トリートメント）は、当社の主軸となる製品群であります。

当第２四半期会計期間におきましては、美容室における毛髪のカウンセリングと店販を引き続き推

進することで、美容室の店販率（美容室の売上高に占める店販売上高の割合）の向上と美容室の成長

を図るとともに、新規旬報店の開拓にも取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期会計期間の売上高は661百万円、セグメント利益は501百万円となりました。

②　整髪料

毛髪の補修や保護効果のある洗い流さないタイプのトリートメントに根強い需要があります。また、

最近ではヘアワックスに代わりスプレーやミストタイプの整髪料の需要が伸びてきております。

当第２四半期会計期間におきましては、前期に発売した「フェアルシア」シリーズを中心に販売を

推進しましたが、新規開拓やリピート受注件数が計画に達することができませんでした。

その結果、当第２四半期会計期間の売上高は224百万円、セグメント利益は174百万円となりました。
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③　カラー剤

主に30代以上を対象としたグレイカラー（白髪染め）の需要は堅調でありますが、若年層のファッ

ションカラーは横ばいで推移している状況です。

当第２四半期会計期間におきましては、第１四半期に引き続き、主力の「グラフィカ」において新た

な販促物を活用した新規取引先の獲得・拡大に成功いたしました。

その結果、当第２四半期会計期間の売上高は154百万円、セグメント利益は105百万円となりました。

④　育毛剤

近年見られる美容室におけるヘッドスパやスキャルプメニューの展開が引き続き進んでいる状況に

あります。

当第２四半期会計期間におきましては、主力の「コタ　セラ」シリーズを中心に美容室での店販やメ

ニュー提案を推進いたしました。

その結果、当第２四半期会計期間の売上高は57百万円、セグメント利益は45百万円となりました。

⑤　パーマ剤

ヘアスタイルのトレンドがナチュラルなスタイリングとなっており、パーマへの大幅な回帰は見ら

れない状況であります。

当第２四半期会計期間におきましても、主力となる「シンクス」シリーズを中心にメニュー提案な

どを行いましたが、減少傾向に歯止めをかけることはできず、当第２四半期会計期間の売上高は40百万

円、セグメント利益は27百万円となりました。

⑥　その他

美容室で利用されるＤＭ（ダイレクトメール）等の印刷物及び美容室店舗の移転や新規開店時の美

容器具類の販売等であります。

当第２四半期会計期間の売上高は39百万円、セグメント利益は８百万円となりました。

　

（２）財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末から346百万円減少し、5,606百万円となりました。

主な要因としては、有価証券234百万円が増加した一方、売掛金480百万円及び投資有価証券81百万円が

減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末から169百万円減少し、1,093百万円となりました。

主な要因としては、販売奨励引当金80百万円が増加した一方、未払金（その他流動負債）224百万円が

減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末から176百万円減少し、4,512百万円となりました。

主な要因としては、利益剰余金155百万円が減少したことによるものであります。なお、自己資本比率

は、80.5％（前事業年度末78.8％）となりました。

　

EDINET提出書類

コタ株式会社(E01059)

四半期報告書

 6/28



　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期会計期間末よ

り494百万円増加し、2,014百万円（前年同四半期比815百万円増）となりました。

当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は、490百万円（前年同四半期比252百万円増）となりました。

主な要因としては、税引前四半期純利益211百万円、売上債権の減少134百万円、賞与引当金の増加63

百万円であります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により得られた資金は、35百万円（前年同四半期比36百万円減）となりました。

主な要因としては、投資有価証券の償還による収入30百万円、投資有価証券の売却による収入７百万

円であります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により使用した資金は、31百万円（前年同四半期比12百万円増）となりました。

これは、配当金の支払いによる支出であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第２四半期会計期間における研究開発費の総額は、51百万円であります。

なお、当第２四半期会計期間における研究開発活動の状況に重要な変更等はありません。

　

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

①　経営成績に重要な影響を与える要因

当社を取り巻く経営環境は、来店サイクルの長期化や客単価の下落等、顧客となる美容室の経営に

とって大変厳しい状況が続いております。当期の取引先美容室でこのような傾向が長期的に続いた場

合、当社の将来の成長性及び収益性を低下させ、業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

したがって、当社の創業精神である「美容業界の近代化」を社内外において再度認識、共有し、代理

店及び美容室の成長と当社の事業基盤を一層強固なものにしてまいります。

②　経営戦略の現状と見通し

当社では、現在のような厳しい経営環境のときこそ、美容室経営のサポートを営業スタイルの基本方

針とするコンサルティング・セールス及びその柱となる旬報店システムが真の力を発揮するものと考

えております。美容室における毛髪のカウンセリングや店販等の具体策をもって付加価値の高い美容

室づくりの提案を推進し、美容室の繁栄と業界の発展・近代化、当社の成長を今後も変わらず目指して

まいります。また、美容師を目指す意欲を持った人たちが数多く、さらに安心して美容師として美容業

界の一員となれるよう、美容室の職場環境や教育環境の近代化の提案も進めてまいります。
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第３ 【設備の状況】

（１） 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

（２） 設備の新設、除却等の計画

前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要な設

備計画の完了はありません。

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

②　【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成22年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年11月８日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 7,950,000 7,950,000
大阪証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株
であります。

計 7,950,000 7,950,000 － －

　
（２） 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４） 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 － 7,950,000－ 387,800－ 330,800
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（６）【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

有限会社英和商事 京都市山科区大塚高岩６―37 1,379,000 17.3

小　田　英　二 京都市山科区 811,500 10.2

小　田　博　英 京都府宇治市 457,800 5.8

小　田　容　永 京都市山科区 200,000 2.5

加　藤　賢　二 滋賀県大津市 187,500 2.4

竹　田　和　平 愛知県名古屋市天白区 165,000 2.1

齋　藤　義　継 京都市伏見区 158,400 2.0

大成化工株式会社 大阪市北区豊崎６丁目８―１　　　　 150,000 1.9

片　山　正　規 京都府京田辺市 142,400 1.8

井　上　　理 大阪府寝屋川市 112,200 1.4

計 － 3,763,800 47.3

(注) １　「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」は、小数点第２位以下を四捨五入して記載しております。

２　株主齋藤義継氏（平成22年８月29日逝去）の所有株式数に関しては、基準日（平成22年９月30日）現在、　名義

書換未了のため、故人名義のまま記載しております。

　

（７） 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 2,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,947,200 79,472 (注１)

単元未満株式 普通株式 700 － (注２)

発行済株式総数 7,950,000 － －

総株主の議決権 － 79,472 －

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権５個）含まれ

ております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が６株含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)

コタ株式会社
京都府久世郡久御山町田井
新荒見77番地

2,100 － 2,100 0.0

計 － 2,100 － 2,100 0.0

　

EDINET提出書類

コタ株式会社(E01059)

四半期報告書

10/28



　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 720 717 716 718 716 705

最低(円) 706 700 697 700 693 685

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役会長 齋藤　義継 平成22年８月29日逝去
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期

間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四

半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月

１日から平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日

から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）

に係る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び

当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

監査法人和宏事務所により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 217,687 305,448

受取手形 47,510 26,968

売掛金 490,114 970,332

有価証券 1,796,739 1,561,983

商品及び製品 461,525 399,949

仕掛品 7,605 6,472

原材料及び貯蔵品 131,915 158,842

その他 150,707 79,442

貸倒引当金 △452 △699

流動資産合計 3,303,352 3,508,741

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 577,377 595,270

土地 1,104,273 1,104,273

その他（純額） 130,327 147,192

有形固定資産合計 ※１
 1,811,978

※１
 1,846,735

無形固定資産 32,077 37,760

投資その他の資産

投資有価証券 150,091 231,803

その他 308,854 327,452

投資その他の資産合計 458,946 559,255

固定資産合計 2,303,001 2,443,752

資産合計 5,606,354 5,952,493

負債の部

流動負債

買掛金 95,759 82,041

未払法人税等 146,000 323,000

賞与引当金 126,661 68,527

役員賞与引当金 9,202 －

販売奨励引当金 86,410 6,333

その他 137,101 362,507

流動負債合計 601,135 842,409

固定負債

退職給付引当金 38,547 －

役員退職慰労引当金 365,508 334,470

長期預り保証金 88,400 86,587

固定負債合計 492,456 421,057

負債合計 1,093,591 1,263,466
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 387,800 387,800

資本剰余金 330,800 330,800

利益剰余金 3,797,833 3,953,043

自己株式 △1,115 △1,115

株主資本合計 4,515,317 4,670,528

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,555 18,499

評価・換算差額等合計 △2,555 18,499

純資産合計 4,512,762 4,689,027

負債純資産合計 5,606,354 5,952,493
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 1,936,310 2,111,753

売上原価 544,055 563,843

売上総利益 1,392,255 1,547,910

販売費及び一般管理費 ※１
 1,196,226

※１
 1,337,993

営業利益 196,029 209,916

営業外収益

受取利息 670 561

有価証券利息 1,354 820

受取配当金 1,721 1,130

投資有価証券売却益 － 5,215

受取賃貸料 1,495 1,454

その他 1,983 2,776

営業外収益合計 7,225 11,958

営業外費用

投資有価証券売却損 3,555 －

たな卸資産廃棄損 3,475 17,746

賃貸費用 966 1,112

その他 1,750 1,008

営業外費用合計 9,747 19,867

経常利益 193,508 202,007

特別利益

貸倒引当金戻入額 145 247

その他 17,436 －

特別利益合計 17,581 247

特別損失

固定資産除却損 235 －

投資有価証券評価損 135 －

減損損失 85,450 －

過年度退職給付費用 － 134,710

その他 183 7,036

特別損失合計 86,004 141,747

税引前四半期純利益 125,085 60,508

法人税、住民税及び事業税 91,983 139,089

法人税等調整額 △42,130 △114,120

法人税等合計 49,853 24,969

四半期純利益 75,232 35,539
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 1,062,620 1,177,955

売上原価 300,420 315,550

売上総利益 762,199 862,405

販売費及び一般管理費 ※１
 619,002

※１
 641,517

営業利益 143,197 220,887

営業外収益

受取利息 300 283

有価証券利息 562 418

受取配当金 346 133

投資有価証券売却益 － 2,154

受取賃貸料 747 748

その他 910 1,296

営業外収益合計 2,868 5,035

営業外費用

たな卸資産廃棄損 3,095 13,808

賃貸費用 342 248

その他 767 253

営業外費用合計 4,205 14,310

経常利益 141,861 211,613

特別利益

貸倒引当金戻入額 105 133

その他 6,888 －

特別利益合計 6,993 133

特別損失

固定資産除却損 235 190

投資有価証券評価損 135 －

減損損失 85,450 －

特別損失合計 85,821 190

税引前四半期純利益 63,033 211,555

法人税、住民税及び事業税 91,013 138,119

法人税等調整額 △69,704 △56,818

法人税等合計 21,308 81,301

四半期純利益 41,724 130,253
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 125,085 60,508

減価償却費 70,594 55,104

減損損失 85,450 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △145 △247

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,908 58,134

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 10,290 9,202

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 38,547

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,792 31,038

その他の引当金の増減額（△は減少） 67,951 80,077

受取利息及び受取配当金 △3,746 △2,512

投資有価証券売却損益（△は益） 3,555 △5,215

売上債権の増減額（△は増加） 373,503 452,150

たな卸資産の増減額（△は増加） △225,638 △35,781

仕入債務の増減額（△は減少） 9,545 13,718

前払年金費用の増減額（△は増加） － 88,064

その他 △232,041 △217,171

小計 299,104 625,616

利息及び配当金の受取額 3,746 2,360

法人税等の支払額 △274,983 △316,089

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,867 311,887

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 －

投資有価証券の取得による支出 △100 －

投資有価証券の売却による収入 － 20,015

投資有価証券の償還による収入 509 30,000

有形固定資産の取得による支出 △326,021 △22,586

その他 △16,750 △2,700

投資活動によるキャッシュ・フロー △242,362 24,728

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △119,443 △189,622

財務活動によるキャッシュ・フロー △119,443 △189,622

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △333,938 146,993

現金及び現金同等物の期首残高 1,532,447 1,867,432

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,198,509

※１
 2,014,426
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）

を適用しております。

これによる当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四

半期純利益に与える影響は軽微であります。
 

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第２四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「前払年金

費用の増減額（△は増加）」は重要性が増加したため、当第２四半期累計期間では区分掲記することとしておりま

す。

　なお、前第２四半期累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「前払年金費用

の増減額（△は増加）」は4,891千円であります。
 
　

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

（退職給付関係）

退職給付債務の計算方法について、従来簡便法によっておりましたが、期間損益計算の一層の精緻化を図るため、

第１四半期会計期間から原則法に変更しております。

この変更に伴い、従来と同一の方法によった場合に比べ販売費及び一般管理費が933千円増加し、営業利益及び経

常利益がそれぞれ933千円減少しております。

さらに、簡便法から原則法への変更時差異134,710千円を特別損失に計上しているため、税引前四半期純利益が

135,644千円減少しております。
 
　

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第２四半期会計期間末

(平成22年９月30日)

前事業年度末

(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 1,115,239千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 1,073,440千円
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 342,444千円

賞与引当金繰入額 114,194千円

販売奨励金 80,856千円

販売促進費 71,317千円

旅費交通費 73,872千円

不動産賃借料 40,261千円

減価償却費 45,876千円

役員退職慰労引当金繰入額 24,962千円

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 365,418千円

賞与 56,051千円

賞与引当金繰入額 109,855千円

販売奨励金 92,982千円

販売促進費 75,290千円

旅費交通費 83,855千円

不動産賃借料 44,945千円

減価償却費 38,480千円

役員退職慰労引当金繰入額 31,038千円

 

　

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間

(自　平成22年７月１日

　至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 173,473千円

賞与引当金繰入額 59,333千円

販売奨励金 48,530千円

販売促進費 41,585千円

旅費交通費 36,724千円

不動産賃借料 19,934千円

減価償却費 23,057千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,761千円

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 184,852千円

賞与引当金繰入額 55,213千円

販売奨励金 54,738千円

販売促進費 42,321千円

旅費交通費 41,157千円

不動産賃借料 22,466千円

減価償却費 19,410千円

役員退職慰労引当金繰入額 18,608千円

 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定 305,137千円

有価証券勘定 893,372千円

現金及び現金同等物 1,198,509千円

　

　

現金及び預金勘定 217,687千円

有価証券勘定 1,796,739千円

現金及び現金同等物 2,014,426千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　　　　　　　　

至　平成22年９月30日）

１　発行済株式の種類及び株式数

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 7,950,000

　

２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 2,106

　

３　新株予約権等の四半期会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

（１）　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月25日
定時株主総会

普通株式 190,749 24平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

　

（２）　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

EDINET提出書類

コタ株式会社(E01059)

四半期報告書

20/28



　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、美容室向けの頭髪用化粧品・医薬部外品等の製造及び販売を主な事業としており、本社に事業

本部を置き、これら取り扱う製品ごとに市場へ向けた包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。

従いまして、当社が基礎とするセグメントは製品別から構成されており、「トイレタリー」（シャン

プー、トリートメント）、「整髪料」（スプレー、フォーム、ワックス、ローション等）、「カラー剤」（ヘ

アダイ、ヘアマニキュア）、「育毛剤」（薬用育毛促進剤）及び「パーマ剤」（パーマ施術時に使用する

薬剤）の５つを報告セグメントとしております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
トイレタリー 整髪料 カラー剤 育毛剤 パーマ剤 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,209,487406,744253,50994,25180,7712,044,76466,9882,111,753

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 1,209,487406,744253,50994,25180,7712,044,76466,9882,111,753

セグメント利益 913,414316,346174,18874,68553,7021,532,33715,5721,547,910

(注)　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、美容室で利用されるＤＭやチラシ

等の販促物、施術時に使用する美容小物品等の販売や、美容室等の店舗の改装や出店の際に必要となる美容器具類

の仲介と販売及び美容室における集客支援ソフトの推進等を含んでおります。
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当第２四半期会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
トイレタリー 整髪料 カラー剤 育毛剤 パーマ剤 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 661,734224,159154,44257,56940,6741,138,57939,3751,177,955

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 661,734224,159154,44257,56940,6741,138,57939,3751,177,955

セグメント利益 501,277174,816105,28145,60727,200854,1828,222862,405

(注)　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、美容室で利用されるＤＭやチラシ

等の販促物、施術時に使用する美容小物品等の販売や、美容室等の店舗の改装や出店の際に必要となる美容器具類

の仲介と販売及び美容室における集客支援ソフトの推進等を含んでおります。

　

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

当第２四半期累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,532,337

「その他」の区分の利益 15,572

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △1,337,993

四半期損益計算書の営業利益 209,916

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

当第２四半期会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 854,182

「その他」の区分の利益 8,222

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △641,517

四半期損益計算書の営業利益 220,887

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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(金融商品関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　

売掛金が、当社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著し

い変動が認められます。

　 　 　 　 （単位：千円）

科目
四半期貸借対照表

計上額
時価 差額 時価の算定方法

売掛金 490,114 490,114 ― (注)

(注)　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社には関連会社がないため、持分法を適用した該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

賃貸等不動産の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動は

認められません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末

(平成22年９月30日)

前事業年度末

(平成22年３月31日)

　 567円79銭

　
　 589円97銭

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第２四半期会計期間末

(平成22年９月30日)

前事業年度末

(平成22年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 4,512,762 4,689,027

普通株式に係る純資産額（千円） 4,512,762 4,689,027

差額の主な内訳（千円） － －

普通株式の発行済株式数（株） 7,950,000 7,950,000

普通株式の自己株式数（株） 2,106 2,106

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（株）

7,947,894 7,947,894

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 9円47銭

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

－

　

１株当たり四半期純利益金額 4円47銭

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

－

　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額算定上の基礎

項目

前第２四半期累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益
（千円）

75,232 35,539

普通株式に係る四半期純利益（千円） 75,232 35,539

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 7,947,894 7,947,894
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第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 5円25銭

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

－

　

１株当たり四半期純利益金額 16円39銭

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

－

　
　 　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益
（千円）

41,724 130,253

普通株式に係る四半期純利益（千円） 41,724 130,253

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 7,947,894 7,947,894

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月６日

コタ株式会社

取締役会  御中

　

監査法人和宏事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    嶋      　　豊 　 印

　

業務執行社員 　 公認会計士    坂    本    恒    夫    印
　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコタ

株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第31期事業年度の第２四半期会計期間(平成21年

４月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コタ株式会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月５日

コタ株式会社

取締役会  御中

　

監査法人和宏事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    嶋    　    豊    印

　

業務執行社員 　 公認会計士    服    部    弘    明    印
　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコタ

株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第32期事業年度の第２四半期会計期間(平成22年

７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コタ株式会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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